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重粒子線を照射したゲル線量計中の放射性同位元素の濃度について計算と実測により評価した。その結果、

支配的な放射性同位元素は Be-7 であること、PVA-KI ゲルは I-123 も生成することを確認した。 
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1. 緒言 

ゲル線量計は、放射線照射で生じる発色量から吸収線量の三次元分布を簡易に評価できるため，放射線

がん治療時の QA/QC への適用が期待されている。一方で、重粒子線を照射したゲル線量計中の放射性同位

元素（以下核種）に関わる知見は少ない。本報では，計算と実測により核種の種類と量を評価した。 

2. 試験および計算 

色素ゲルと PVA-KI*ゲル［1］、ゲルの主成分である水を対象とした。がん

治療の照射条件を参照し、i-ROCK**にて 12C6+を照射し、照射後約 24 時間

後に Ge 半導体検出器 Mirion Technologies (Canberra) KK の“Falcon5000”で

核種を同定した。放射化計算は“PHITS Ver.3.17”［2］と“DCHAIN-SP2014”

を用いた。照射体系を図 1 に示す。 

3. 結果と考察 

計算から、生成する主要核種はいずれの試料も Be-7 で、さらに PVA-KI ゲルでは I-123 と In-111 の存在

も予想された。測定結果を表 1 に、Be-7 のγ線エネルギー（478keV）付近のスペクトルを図 2 示す。スペ

クトルから Be-7 の量は照射量とともに増加することを確認した。色素ゲルでは Be-7 のみが測定され、そ

の濃度は保守的な評価において最大約 31Gy 照射でも約 1Bq/g であった。PVA-KI ゲルでは Be-7 以外に I-123

を確認し、濃度は 31.2Gy の照射で 5×10-1Bq/g であった。In-111 はいずれの照射量でも検出されなかった。 
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表 1 照射試料の実測結果 

図 2 478keV 付近のスペクトル分布 
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図 1 照射 Geometry 

*：SOBP（拡大 Bragg Peak）は 140~170MeV/u の重粒子線を照射して

形成。**は約 400MeV/u で SOBP を形成。 
***：核種が図 1 に示す照射領域内に存在すると仮定し、その領域の体積

（10×10×40mm）で除して算出。 
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